
(57)【要約】

【課題】超音波探触子の空中放置状態での温度上昇を抑

える。

【解決手段】ヒストグラム分析部７は、Ｂモード画像デ

ータの分析範囲内の輝度が閾値以上の画素についてのヒ

ストグラムを作成し、該ヒストグラムに基づいて超音波

探触子１が空中放置状態か否かを判定する。空中放置状

態と判定された時は、制御部８は、超音波探触子１から

の超音波の送信を停止する。

【効果】超音波探触子の空中放置状態での温度上昇を抑

えることが出来る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体
内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、 音 線 方 向 の 異 な る 複 数 音 線 の
受 信 信 号 に 基 づ い て 信 号 強 度 の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 該 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 超 音 波 探
触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 す る ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 手 段 と 、 空 中 放 置 状 態 と 判 定 し た
時 は 発 熱 を 抑 制 す る よ う に 超 音 波 の 送 信 を 制 御 す る 送 信 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体
内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、 前 記 受 信 信 号 に 基 づ い て 超 音
波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、 空 中 放 置 状 態 と 判 定 し た 時 は 前 記
超 音 波 探 触 子 お よ び 前 記 送 受 信 手 段 に よ り 超 音 波 を 確 認 用 パ ラ メ ー タ を 用 い て 送 受 信 し て
受 信 信 号 を 生 成 さ せ る 確 認 用 送 受 信 制 御 手 段 と 、 音 線 方 向 の 異 な る 複 数 音 線 の 受 信 信 号 に
基 づ い て 信 号 強 度 の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 該 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中
放 置 状 態 か 否 か を 確 認 判 定 す る ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 手 段 と 、 空 中 放 置 状 態 と 確 認 判 定 し た 時
は 発 熱 を 抑 制 す る よ う に 超 音 波 の 送 信 を 制 御 す る 送 信 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と
す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 手 段 は
、 所 定 の 閾 値 以 上 の 信 号 強 度 の ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否
か を 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分
析 手 段 は 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム に 影 響 を 与 え る パ ラ メ ー タ を 参 照 し て 前 記 閾 値 を 決 定 す る こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 受 信 信 号 に 基 づ
い て Ｂ モ ー ド 画 像 を 生 成 す る Ｂ モ ー ド 処 理 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析
手 段 は 、 前 記 Ｂ モ ー ド 画 像 の 画 素 値 の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 該 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 超
音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分
析 手 段 は 、 所 定 の 分 析 範 囲 の ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か
を 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 信 制 御 手 段 は
、 低 い 音 響 出 力 で の 超 音 波 探 触 子 使 用 時 に は 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 わ な い
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 信 制 御 手 段 は
、 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 を 所 定 時 間 内 に １ 回 で も 操 作 し て い る 間 は 、 発 熱 を 抑 制 す る た
め の 送 信 制 御 を 行 わ な い こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 発 熱 を 抑 制 す る た め
の 送 信 制 御 を 行 っ て い る こ と を 操 作 者 に 報 知 す る 報 知 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 発 熱 を 抑 制 す る た め
の 送 信 制 御 を 行 っ て い る 時 に 、 操 作 者 が 操 作 を 行 っ た 場 合 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-58285 A 2005.3.10



御 を 解 除 す る 操 作 監 視 復 帰 制 御 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 発 熱 を 抑 制 す る た
め の 送 信 制 御 を 行 っ て い る 時 に 、 間 欠 的 に 、 超 音 波 探 触 子 に よ り 超 音 波 を 送 受 信 し 、 生 成
し た 受 信 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 し 、 空 中 放 置 状 態 で な
い と 判 定 し た 場 合 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 解 除 す る 状 態 監 視 復 帰 制 御 手 段 を 具
備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 で あ る
か 否 か を 確 実 に 判 定 し て 空 中 放 置 状 態 で の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が 出 来 る 超 音 波 診 断 装
置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 受 信 信 号 波 形 の 一 部 （ 生 体 か ら の エ コ ー と 目 さ れ る 部 分 ） に 基 づ い て 、 超 音 波 探 触
子 が 空 中 放 置 状 態 で あ る か 否 か を 判 定 し 、 空 中 放 置 状 態 で あ る と 判 定 し た 時 は 送 信 を 停 止
す る 超 音 波 診 断 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
ま た 、 音 響 レ ン ズ に よ る 超 音 波 の 多 重 反 射 を 検 出 し て 、 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 で あ
る か 否 か を 判 定 し 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 が 知 ら れ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ ３ － １ ２ ２ ４ ２ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ５ － １ ３ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
生 体 か ら の エ コ ー と 目 さ れ る 受 信 信 号 部 分 に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 で あ る
か 否 か を 判 定 す る 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 着 目 し て い る 受 信 信 号 部 分 に 対 応 す る 生 体
が 組 織 で あ る か 水 で あ る か に よ る 受 信 信 号 の 変 化 が 、 空 中 放 置 状 態 で あ る か 否 か に よ る 受
信 信 号 の 変 化 と 同 程 度 に な る た め 、 判 定 を 誤 る こ と が あ る 。
ま た 、 音 響 レ ン ズ に よ る 超 音 波 の 多 重 反 射 を 検 出 し て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 で あ る
か 否 か を 判 定 す る 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 音 響 レ ン ズ に 塗 布 す る ゲ ル の 影 響 に よ る 多
重 反 射 の 変 化 が 、 空 中 放 置 状 態 で あ る か 否 か に よ る 信 号 強 度 の 変 化 と 同 程 度 に な る た め 、
判 定 を 誤 る こ と が あ る 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 で あ る か 否 か を 確 実 に 判 定 し て 空
中 放 置 状 態 で の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が 出 来 る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を 被 検
体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、
音 線 方 向 の 異 な る 複 数 音 線 の 受 信 信 号 に 基 づ い て 信 号 強 度 の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 該 ヒ ス
ト グ ラ ム に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 す る ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 手 段
と 、 空 中 放 置 状 態 と 判 定 し た 時 は 発 熱 を 抑 制 す る よ う に 超 音 波 の 送 信 を 制 御 す る 送 信 制 御
手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 判 定 に 用 い る ヒ ス ト グ ラ ム を 音 線 方 向 の 異 な
る 複 数 音 線 の 受 信 信 号 に 基 づ い て 作 成 す る た め 、 着 目 す る 生 体 部 分 が 広 く な る 。 従 っ て 、
着 目 す る 生 体 部 分 が 変 わ る こ と に よ る ヒ ス ト グ ラ ム の 変 化 は 、 空 中 放 置 状 態 で あ る か 否 か
に よ る ヒ ス ト グ ラ ム の 変 化 よ り 小 さ く な る た め 、 従 来 に 比 べ て 判 定 を 誤 ら な く な る 。 よ っ
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て 、 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 で あ る か 否 か を 確 実 に 判 定 し て 、 空 中 放 置 状 態 で の 温 度
上 昇 を 抑 制 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を 被 検
体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、
前 記 受 信 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、 空 中
放 置 状 態 と 判 定 し た 時 は 前 記 超 音 波 探 触 子 お よ び 前 記 送 受 信 手 段 に よ り 超 音 波 を 確 認 用 パ
ラ メ ー タ を 用 い て 送 受 信 し て 受 信 信 号 を 生 成 さ せ る 確 認 用 送 受 信 制 御 手 段 と 、 音 線 方 向 の
異 な る 複 数 音 線 の 受 信 信 号 に 基 づ い て 信 号 強 度 の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 該 ヒ ス ト グ ラ ム に
基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 確 認 判 定 す る ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 手 段 と 、 空
中 放 置 状 態 と 確 認 判 定 し た 時 は 発 熱 を 抑 制 す る よ う に 超 音 波 の 送 信 を 制 御 す る 送 信 制 御 手
段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
ヒ ス ト グ ラ ム は 、 ゲ イ ン や 、 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ や 、 送 信 周 波 数 や 、 超 音 波 探 触 子 の 仕 様
な ど の パ ラ メ ー タ に 応 じ て 変 化 す る 。
そ こ で 、 上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 確 認 用 パ ラ メ ー タ を 用 い て 送 受 信 し
た 受 信 信 号 に 基 づ い て ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 、 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 最 終 的 な 判 定 の 基
準 を 統 一 で き 、 判 定 の 確 実 性 を 高 め る こ と が 出 来 る 。
な お 、 最 初 の 判 定 は 、 必 ず し も ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ く 判 定 で な く て も よ い 。 例 え ば 、 従 来
技 術 の 判 定 方 法 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析
手 段 は 、 所 定 の 閾 値 以 上 の 信 号 強 度 の ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状
態 か 否 か を 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 所 定 の 閾 値 未 満 の 信 号 強 度 の 受 信 信 号 部 分 は
、 判 定 に 用 い る ヒ ス ト グ ラ ム か ら 除 去 し て し ま う 。 こ れ に よ り 、 判 定 に 対 す る フ ロ ア ノ イ
ズ の 影 響 を な く す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析
手 段 は 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム に 影 響 を 与 え る パ ラ メ ー タ を 参 照 し て 前 記 閾 値 を 決 定 す る こ と
を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
フ ロ ア ノ イ ズ は 、 ゲ イ ン や 、 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ や 、 送 信 周 波 数 や 、 超 音 波 探 触 子 の 仕 様
な ど の パ ラ メ ー タ に 応 じ て 変 化 す る 。
そ こ で 、 上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 ゲ イ ン な ど の パ ラ メ ー タ を 参 照 し て
最 適 の 閾 値 を 決 定 す る 。 こ れ に よ り 、 判 定 に 対 す る フ ロ ア ノ イ ズ の 影 響 を 好 適 に な く す こ
と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 受 信 信 号 に 基 づ い
て Ｂ モ ー ド 画 像 を 生 成 す る Ｂ モ ー ド 処 理 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 手
段 は 、 前 記 Ｂ モ ー ド 画 像 の 画 素 値 の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 該 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 超 音
波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か に よ り 変
化 が 非 常 に 大 き い Ｂ モ ー ド 画 像 の 画 素 値 の ヒ ス ト グ ラ ム を 判 定 に 用 い る た め 、 判 定 の 確 実
性 を 高 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析
手 段 は 、 所 定 の 分 析 範 囲 の ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を
判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 音 響 レ ン ズ の 影 響 が あ る 部 分 （ 例 え ば Ｂ モ ー
ド 画 像 の 上 辺 部 分 ） や 送 信 電 圧 値 の 影 響 が あ る 部 分 （ 例 え ば Ｂ モ ー ド 画 像 の 下 辺 部 分 ） な
ど を 避 け て 分 析 範 囲 を 設 定 す る こ と で 、 判 定 の 確 実 性 を 高 め る こ と が 出 来 る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、
低 い 音 響 出 力 で の 超 音 波 探 触 子 使 用 時 に は 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 わ な い こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
低 い 音 響 出 力 で の 超 音 波 探 触 子 使 用 時 は 、 元 々 発 熱 が 少 な い 。
そ こ で 、 上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 低 い 音 響 出 力 で の 超 音 波 探 触 子 使 用
時 に は 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 わ な く す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、
操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 を 所 定 時 間 内 に １ 回 で も 操 作 し て い る 間 は 、 発 熱 を 抑 制 す る た め
の 送 信 制 御 を 行 わ な い こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 を 操 作 し て い る 間 は 、 診 断 を 継 続 し て い る の で あ り 、 一 時 的 に 超
音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 で も 直 ぐ に 被 検 体 に 当 て ら れ る と 推 定 で き る 。
そ こ で 、 上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 を 所 定 時 間
内 に １ 回 で も 操 作 し て い る 間 は 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 わ な く す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の
送 信 制 御 を 行 っ て い る こ と を 操 作 者 に 報 知 す る 報 知 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音
波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 っ て い る
こ と を 操 作 者 に 報 知 す る た め 、 そ れ に 操 作 者 が 気 付 か ず に 戸 惑 う こ と が な く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ ０ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 発 熱 を 抑 制 す る た め
の 送 信 制 御 を 行 っ て い る 時 に 、 操 作 者 が 操 作 を 行 っ た 場 合 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制
御 を 解 除 す る 操 作 監 視 復 帰 制 御 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す
る 。
上 記 第 １ ０ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 操 作 者 が 操 作 を 行 う こ と で 、 発 熱 を 抑 制 す
る た め の 送 信 制 御 を 行 っ て い る 状 態 か ら 元 の 状 態 に 復 帰 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 １ １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 発 熱 を 抑 制 す る た め
の 送 信 制 御 を 行 っ て い る 時 に 、 間 欠 的 に 、 超 音 波 探 触 子 に よ り 超 音 波 を 送 受 信 し 、 生 成 し
た 受 信 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 し 、 空 中 放 置 状 態 で な い
と 判 定 し た 場 合 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 解 除 す る 状 態 監 視 復 帰 制 御 手 段 を 具 備
し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 か ら 被 検 体 に
当 て ら れ る と 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 っ て い る 状 態 か ら 元 の 状 態 に 自 動 的 に
復 帰 す る こ と が 出 来 る 。
な お 、 こ の と き の 判 定 は 、 必 ず し も ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ く 判 定 で な く て も よ い 。 例 え ば 、
従 来 技 術 の 判 定 方 法 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 に 示 す 実 施 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本 発 明
が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 構 成 図 で あ る 。
こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ と 、 超 音 波 探 触 子 １ を 駆 動 し て 所 望 の 音 線
方 向 に 超 音 波 パ ル ス を 送 信 す る と 共 に 超 音 波 エ コ ー を 受 信 し 音 線 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 部
２ と 、 音 線 信 号 を 基 に Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 生 成 す る Ｂ モ ー ド 処 理 部 ３ と 、 Ｂ モ ー ド 画 像
デ ー タ か ら 表 示 デ ー タ を 生 成 す る Ｄ Ｓ Ｃ （ Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ｓ ｃ ａ ｎ 　 Ｃ ｏ ｎ ｖ ｅ ｒ ｔ ｅ
ｒ ） ４ と 、 表 示 デ ー タ を 基 に Ｂ モ ー ド 画 像 を 表 示 す る 表 示 部 ５ と 、 操 作 者 が 指 示 等 を 入 力
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す る 操 作 部 ６ と 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ か ら ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 し 分 析 し て 超 音 波 探 触 子 １
が 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 す る ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ と 、 全 体 の 作 動 を 制 御 す る 制 御 部
８ と を 具 備 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に お け る 判 定 基 準 等 設 定 処 理 の 手 順 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る
。
ス テ ッ プ Ｈ １ で は 、 操 作 者 は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 動 作 の た め の パ ラ メ ー タ 、 例 え ば
、 ゲ イ ン ， ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ ， 超 音 波 探 触 子 の タ イ プ ， 送 信 周 波 数 な ど を 設 定 す る 。
ス テ ッ プ Ｈ ２ で は 、 操 作 者 は 、 超 音 波 探 触 子 １ を 被 検 体 に 当 て る 。
ス テ ッ プ Ｈ ３ で は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 ３ は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 。
ス テ ッ プ Ｈ ４ で は 、 操 作 者 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 表 示 さ れ た Ｂ モ ー ド 画 像 Ｇ 上 に 分 析 範
囲 Ａ を 設 定 す る 。
ス テ ッ プ Ｈ ５ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ の 分 析 範 囲 Ａ 内 の 画 素
に つ い て の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 す る 。 こ の ヒ ス ト グ ラ ム を 図 ４ に 例 示 す る 。 図 ４ で 、 Ｌ は
フ ロ ア ノ イ ズ 部 分 、 Ｍ は 被 検 体 の 画 像 部 分 で あ る 。 分 析 範 囲 を 設 定 し て い る た め 、 音 響 レ
ン ズ で の 反 射 や 送 信 電 圧 の 影 響 は ヒ ス ト グ ラ ム に 表 れ な い 。
ス テ ッ プ Ｈ ６ で は 、 操 作 者 は 、 超 音 波 探 触 子 １ を 空 中 放 置 状 態 に す る 。
ス テ ッ プ Ｈ ７ で は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 ３ は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 。
ス テ ッ プ Ｈ ８ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ か ら ヒ ス ト グ ラ ム を 作
成 す る 。 こ の ヒ ス ト グ ラ ム を 図 ５ に 例 示 す る 。
ス テ ッ プ Ｈ ９ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 超 音 波 探 触 子 １ を 被 検 体 に 当 て た 時 の ヒ ス
ト グ ラ ム と 超 音 波 探 触 子 １ を 空 中 放 置 状 態 に し た 時 の ヒ ス ト グ ラ ム と を 比 較 し 、 両 者 を 区
別 す る た め の 閾 値 お よ び 判 定 基 準 を 設 定 し 、 分 析 範 囲 と 共 に パ ラ メ ー タ に 対 応 付 け て 記 憶
す る 。 例 え ば 、 図 ６ ， 図 ７ に 示 す よ う に 、 ノ イ ズ フ ロ ア 部 分 Ｌ を カ ッ ト す る た め の 閾 値 Ｔ
ｈ を 設 定 し 、 閾 値 Ｔ ｈ 以 上 の 輝 度 を 持 つ ヒ ス ト グ ラ ム の 面 積 の ８ ０ ％ を 判 定 基 準 面 積 と す
る 。 す な わ ち 、 図 ６ と 図 ７ で 、 閾 値 Ｔ ｈ 以 上 の 輝 度 を 持 つ ヒ ス ト グ ラ ム の 面 積 を 計 算 し 、
判 定 基 準 面 積 と 比 較 す れ ば 、 図 ６ で は 空 中 報 知 状 態 で な い と 判 定 で き 、 図 ７ で は 空 中 報 知
状 態 で あ る と 判 定 で き る 。
操 作 者 は 、 パ ラ メ ー タ と 分 析 範 囲 と を 変 え て 上 記 判 定 基 準 等 設 定 処 理 を 繰 り 返 し 、 パ ラ メ
ー タ ， 分 析 範 囲 ， 閾 値 ， 判 定 基 準 の 組 み 合 わ せ を ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ に 記 憶 さ せ て お く
。 ま た 、 好 ま し い 一 つ の 組 み 合 わ せ を 確 認 判 定 用 と し て 選 択 し て お く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ８ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に お け る Ｂ モ ー ド 処 理 の 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
ス テ ッ プ Ｂ １ で は 、 制 御 部 ８ は 、 操 作 者 が 操 作 部 ６ を 操 作 し て 指 定 し た パ ラ メ ー タ を 取 得
す る 。
ス テ ッ プ Ｂ ２ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 取 得 し た パ ラ メ ー タ を 用 い て Ｂ モ ー ド の 走
査 を 行 い 、 音 線 信 号 を 得 る 。
ス テ ッ プ Ｂ ３ で は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 ３ は 、 音 線 信 号 を 基 に Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 生 成 す る
。
ス テ ッ プ Ｂ ４ で は 、 制 御 部 ８ は 、 低 音 響 出 力 （ 例 え ば 造 影 剤 を 破 壊 し な い 程 度 の 低 Ｍ Ｉ 値
） で 走 査 し て い る か 否 か を 判 定 し 、 低 音 響 出 力 な ら ス テ ッ プ Ｂ １ に 戻 り 、 低 音 響 出 力 で な
い な ら ス テ ッ プ Ｂ ５ へ 進 む 。 つ ま り 、 低 音 響 出 力 な ら 空 中 放 置 判 定 処 理 （ ス テ ッ プ Ｂ ６ ）
は 行 わ な い 。
ス テ ッ プ Ｂ ５ で は 、 制 御 部 ８ は 、 所 定 時 間 （ 例 え ば 現 在 か ら 過 去 ３ ０ 秒 間 ） 内 に 操 作 者 の
操 作 が あ っ た か 否 か を 判 定 し 、 操 作 が あ っ た な ら ス テ ッ プ Ｂ １ に 戻 り 、 操 作 が な か っ た な
ら ス テ ッ プ Ｂ ６ へ 進 む 。 つ ま り 、 所 定 時 間 内 に 操 作 者 の 操 作 が あ っ た な ら 空 中 放 置 判 定 処
理 （ ス テ ッ プ Ｂ ６ ） は 行 わ な い 。
ス テ ッ プ Ｂ ６ で は 、 制 御 部 ８ は 、 図 ９ に 示 す 空 中 放 置 判 定 処 理 を 実 行 す る 。 そ し て 、 空 中
放 置 判 定 処 理 か ら リ タ ー ン す る と 、 ス テ ッ プ Ｂ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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図 ９ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に お け る 空 中 放 置 判 定 処 理 の 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 現 在 の パ ラ メ ー タ に 対 応 付 け て 記 憶 し て い
る 分 析 範 囲 ， 閾 値 ， 判 定 基 準 を 読 み 出 す 。
ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ の 分 析 範 囲 内 で 輝 度 が
閾 値 以 上 の 画 素 に つ い て の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 作 成 し た ヒ ス ト グ ラ ム を 判 定 基 準 に 照 ら し
て 、 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 し 、 空 中 放 置 状 態 で な い と 判 定 し た な ら 図 ８ の ス テ ッ プ Ｂ
１ に リ タ ー ン し 、 空 中 放 置 状 態 で あ る と 判 定 し た な ら ス テ ッ プ Ｓ ４ へ 進 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 制 御 部 ８ は 、 確 認 判 定 用 と し て 選 択 し て お い た パ ラ メ ー タ ， 分 析 範 囲
， 閾 値 ， 判 定 基 準 の 組 み 合 わ せ を 読 み 出 す 。
ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 読 み 出 し た パ ラ メ ー タ を 用 い て Ｂ モ ー ド の
走 査 を 行 い 、 音 線 信 号 を 得 る 。 な お 、 こ の と き の 走 査 範 囲 は 、 分 析 範 囲 を 含 む 程 度 の 狭 い
範 囲 で よ い 。
ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 ３ は 、 音 線 信 号 を 基 に Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 生 成 す る
。
ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ の 分 析 範 囲 内 で 輝 度 が
閾 値 以 上 の 画 素 に つ い て の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ８ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 作 成 し た ヒ ス ト グ ラ ム を 判 定 基 準 に 照 ら し
て 、 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 し 、 空 中 放 置 状 態 で な い と 判 定 し た な ら 図 ８ の ス テ ッ プ Ｂ
１ に リ タ ー ン し 、 空 中 放 置 状 態 で あ る と 判 定 し た な ら ス テ ッ プ Ｓ ９ へ 進 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 制 御 部 ８ は 、 超 音 波 探 触 子 １ か ら の 送 信 を 停 止 し 、 発 熱 を 抑 制 す る 。
そ し て 、 そ の 旨 を 操 作 者 に 報 知 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 制 御 部 ８ は 、 操 作 者 の 操 作 が あ っ た か 否 か を 判 定 し 、 操 作 が な か っ
た な ら ス テ ッ プ Ｓ １ １ へ 進 み 、 操 作 が あ っ た な ら ス テ ッ プ Ｓ １ ６ へ 進 む 。 つ ま り 、 操 作 者
の 操 作 が あ っ た な ら 空 中 放 置 判 定 処 理 か ら 通 常 の Ｂ モ ー ド 処 理 に 自 動 復 帰 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 制 御 部 ８ は 、 所 定 時 間 （ 例 え ば １ 秒 間 ） が 経 過 し た か 否 か を 判 定 し
、 経 過 し て い な い な ら ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に 戻 り 、 経 過 し た ら ス テ ッ プ Ｓ １ ２ へ 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 い 、 音 線 信 号 を 得 る
。
ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 ３ は 、 音 線 信 号 を 基 に Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 生 成 す
る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ４ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ の 分 析 範 囲 内 で 輝 度
が 閾 値 以 上 の 画 素 に つ い て の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ５ で は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 作 成 し た ヒ ス ト グ ラ ム を 判 定 基 準 に 照 ら
し て 、 空 中 放 置 状 態 か 否 か を 判 定 し 、 空 中 放 置 状 態 で あ る と 判 定 し た な ら ス テ ッ プ Ｓ １ ０
に リ タ ー ン し 、 空 中 放 置 状 態 で な い と 判 定 し た な ら ス テ ッ プ Ｓ １ ６ へ 進 む 。 つ ま り 、 空 中
放 置 状 態 で な く な れ ば 、 空 中 放 置 判 定 処 理 か ら 通 常 の Ｂ モ ー ド 処 理 に 自 動 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ６ で は 、 超 音 波 探 触 子 １ か ら の 送 信 停 止 を 解 除 し た 旨 を 操 作 者 に 報 知 す る 。
そ し て 、 通 常 の Ｂ モ ー ド 処 理 に 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 次 の 効 果 が 得 ら れ る 。
（ １ ） 超 音 波 探 触 子 １ が 空 中 放 置 状 態 で あ る か 否 か を 確 実 に 判 定 し て 、 空 中 放 置 状 態 で の
温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が 出 来 る 。
（ ２ ） 確 認 用 の パ ラ メ ー タ を 用 い て 送 受 信 し た 受 信 信 号 に 基 づ い て 最 終 的 な 判 定 に 用 い る
ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 す る の で 、 最 終 的 な 判 定 の 基 準 を 統 一 で き 、 判 定 の 確 実 性 を 高 め る こ
と が 出 来 る 。
（ ３ ） ゲ イ ン な ど の パ ラ メ ー タ を 参 照 し て 最 適 の 閾 値 Ｔ ｈ を 決 定 し 、 判 定 に 用 い る ヒ ス ト
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グ ラ ム か ら 閾 値 Ｔ ｈ 未 満 の 部 分 を 除 去 し て し ま う の で 、 判 定 に 対 す る フ ロ ア ノ イ ズ Ｌ の 影
響 を な く す こ と が 出 来 る 。
（ ４ ） 超 音 波 探 触 子 １ が 空 中 放 置 状 態 か 否 か に よ り 変 化 が 非 常 に 大 き い Ｂ モ ー ド 画 像 の 画
素 値 の ヒ ス ト グ ラ ム を 判 定 に 用 い る た め 、 判 定 の 確 実 性 を 高 め る こ と が 出 来 る 。
（ ５ ） 音 響 レ ン ズ の 影 響 が あ る 部 分 （ 例 え ば Ｂ モ ー ド 画 像 の 上 辺 部 分 ） や 送 信 電 圧 値 の 影
響 が あ る 部 分 （ 例 え ば Ｂ モ ー ド 画 像 の 下 辺 部 分 ） な ど を 避 け て 分 析 範 囲 を 設 定 す る こ と で
、 判 定 の 確 実 性 を 高 め る こ と が 出 来 る 。
（ ６ ） 発 熱 が 元 々 問 題 に な ら な い 低 い 音 響 出 力 で の 超 音 波 探 触 子 使 用 時 に は 、 空 中 放 置 状
態 か 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 わ な い 。
（ ７ ） 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 を 所 定 時 間 内 に １ 回 で も 操 作 し て い る 間 は 、 診 断 を 継 続 し
て い る の で あ り 、 一 時 的 に 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 で も 直 ぐ に 被 検 体 に 当 て ら れ る と
推 定 で き る の で 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 わ な く す る 。
（ ８ ） 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 っ て い る こ と を 操 作 者 に 報 知 す る た め 、 そ れ に
操 作 者 が 気 付 か ず に 戸 惑 う こ と が な く な る 。
（ ９ ） 操 作 者 が 何 ら か の 操 作 を 行 う こ と で 、 発 熱 を 抑 制 す る た め の 送 信 制 御 を 行 っ て い る
状 態 か ら 元 の 状 態 に 自 動 復 帰 す る こ と が 出 来 る 。
（ １ ０ ） 超 音 波 探 触 子 １ が 空 中 放 置 状 態 か ら 被 検 体 に 当 て ら れ る と 、 発 熱 を 抑 制 す る た め
の 送 信 制 御 を 行 っ て い る 状 態 か ら 元 の 状 態 に 自 動 的 に 復 帰 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
－ 他 の 実 施 形 態 －
（ １ ） 発 熱 を 抑 制 す る た め に 送 信 を 停 止 し た と き 、 フ リ ー ズ 状 態 と な る よ う に し て も よ い
。
（ ２ ） 発 熱 を 抑 制 す る た め に 送 信 を 停 止 す る 代 わ り に 、 音 響 出 力 を 下 げ て も よ い 。
（ ３ ） 図 ８ の ス テ ッ プ Ｂ ４ お よ び Ｂ ５ の 一 方 ま た は 両 方 を 省 略 し て も よ い 。
（ ４ ） 図 ９ の ス テ ッ プ Ｓ ４ ～ Ｓ ８ の 確 認 用 判 定 を 省 略 し て も よ い 。
（ ５ ） ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 ７ は 、 制 御 部 ８ か ら Ｂ モ ー ド 用 ゲ イ ン 信 号 を 受 け 取 っ て ヒ ス ト
グ ラ ム 分 析 に 利 用 し て も 良 い 。
（ ６ ） Ｂ モ ー ド 処 理 部 ３ で 作 成 し た Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ か ら ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 す る 代 わ
り に 、 Ｐ Ｗ ／ Ｃ Ｗ ド プ ラ 画 像 デ ー タ か ら ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 、 そ の ヒ ス ト グ ラ ム を 基 に
判 定 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 が 空 中 放 置 状 態 で あ る か 否 か を 確 実 に 判
定 し て 、 空 中 放 置 状 態 で の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 判 定 基 準 等 設 定 処 理 の 手 順 を 示
す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 分 析 範 囲 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 超 音 波 探 触 子 を 被 検 体 に 当 て て い る 状 態 で の ヒ ス ト グ ラ ム の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 超 音 波 探 触 子 を 空 中 放 置 し て い る 状 態 で の ヒ ス ト グ ラ ム の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 超 音 波 探 触 子 を 被 検 体 に 当 て て い る 状 態 で の ヒ ス ト グ ラ ム と 閾 値 の 説 明 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 超 音 波 探 触 子 を 空 中 放 置 し て い る 状 態 で の ヒ ス ト グ ラ ム と 閾 値 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に よ る Ｂ モ ー ド 処 理 の 動 作 を 示 す フ ロ
ー 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 空 中 放 置 判 定 処 理 の 動 作 を 示 す
フ ロ ー 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子
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２ 　 　 　 　 　 送 受 信 部
３ 　 　 　 　 　 Ｂ モ ー ド 処 理 部
４ 　 　 　 　 　 Ｄ Ｓ Ｃ
５ 　 　 　 　 　 表 示 装 置
６ 　 　 　 　 　 操 作 部
７ 　 　 　 　 　 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部
８ 　 　 　 　 　 制 御 部
１ ０ ０ 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(10) JP 2005-58285 A 2005.3.10



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 4C601 BB02  DE02  DE03  DE06  EE09  EE19  EE30  GA17  GB32  GC03 
　　　　 　　        HH02  HH05  HH06  HH14  JB11  JB16  JB34  JB35  JB40  JB60 
　　　　 　　        JC07  JC37  KK01  KK07  KK12  KK28  KK34  KK50  LL05 

(11) JP 2005-58285 A 2005.3.10



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2005058285A 公开(公告)日 2005-03-10

申请号 JP2003207792 申请日 2003-08-19

申请(专利权)人(译) GE医疗系统环球技术公司有限责任公司

[标]发明人 鈴木陽一

发明人 鈴木 陽一

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00 A61B8/14

F-TERM分类号 4C601/BB02 4C601/DE02 4C601/DE03 4C601/DE06 4C601/EE09 4C601/EE19 4C601/EE30 4C601
/GA17 4C601/GB32 4C601/GC03 4C601/HH02 4C601/HH05 4C601/HH06 4C601/HH14 4C601/JB11 
4C601/JB16 4C601/JB34 4C601/JB35 4C601/JB40 4C601/JB60 4C601/JC07 4C601/JC37 4C601
/KK01 4C601/KK07 4C601/KK12 4C601/KK28 4C601/KK34 4C601/KK50 4C601/LL05

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在离开空气的情况下抑制超声波探头的温度升高。解决
方案：直方图分析部分7对B模式图像数据的分析范围内的亮度大于阈值
的像素进行直方图，并根据直方图判断超声波探头1是否留在空中。当判
断为留在空中时，控制部分8停止从超声波探头1发射超声波，从而可以
抑制超声波探头的温度升高，如空气中那样。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/93da1b44-c9cf-4ef5-acf7-3d532b234503
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034364135/publication/JP2005058285A?q=JP2005058285A

